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高橋・井田 (1988 )5)は， 茨城県内の都市システムの変容を解明した際， 人口規模から却j待される




市(人口13，364(1995年1月30日現在))であり，高次な中心地に挟まれて位置する (第 l図)• 1989 
年(明治22) の町村吉Ij施行により櫛形(くしがた)村と黒~T (くろさき)村の二村ーが現在の多賀郡に
成立し 1954年(昭和29)に黒前村大字福平と櫛形村大字友部の一部が高萩市に編入された後， 1955 
年(昭和30)に二村が合併して十王村となり 1956年にUQ'#jljを施行して十王釘が誕生した.
論文構成は，商業環境を支える基本的基盤として， まず人口の動態を考察した.次に， 土地利用 I~
を作成することによって， 商業機能の立地状況を把握した.そして十王町における商業特性を商広経
営から分析するために， 1994年1月に十王町商工会に加入する常設小売応舗に対してアンケート調査
を実施した. さらに， 町民の消費者行動を解明するために， 1994年1月，調査票を用いて個別面接法
によるアンケート調査を実施した.


































第 1表 茨城県十王町における人口・世帯(戸)・ 1世帯あたりの人数・人口密度
(人/km2)の年次推移 (1960， 1965， 1970， 1975， 1980， 1985， 1990~三)
年次 総人自 (男) (女) 世帯 世帯人口 : 人口密度
1960年 11 ，006 5，462 5、542 2，333 4.72 152.5 
1965 10，346 5.085 5，261 2，320 4.46 143.4 
1970 9，646 4，674 4，972 2，315 4.17 133.7 
1975 10，127 4.912 5.215 2，560 3.96 140.3 
1980 10，902 5，312 5，590 2.879 3.79 151.1 
1985 12，037 5，914 6‘123 3，301 3.65 166.8 
1990 12，928 6，295 6，633 3，658 3.53 179.1 
(国勢調査より作成)
第2表 茨城県十王町における地区別人口・世帯数 (1994年10月末)
地区 人口 (男) (女) 本報告略称
高原・黒坂 621 315 306 高原
山部 931 476 455 IlJ部
友部 1・3 1，902 934 968 友部 1
友部2 3，373 1，664 1，709 友部 2
友部東 1，001 503 498 友部東
伊自i[l本郷 2，084 1，029 1，055 伊sil本郷
伊締 1 705 327 378 伊郎i1 
伊nij2 705 351 354 伊自it2 










の人口を比較すると， 0 -4， 5 -9， 35-39， 40-44， 55-59， 65-69， 70-74， 75-79， 80歳以
上で、女性が男性よりも10人以上多く，逆に， 10-14， 15-19， 20-24， 50-54歳で、は男性が女性より
も10人以上多い.男女の比較でいえば，若い女性が少なく，壮年層の男性が少ない.
1970年の人口ピラミ y ドは，基本的な円錐形からすれば， 0 -14， 20-39歳の年齢階層の人口の少
なさが呂立つ.若夫婦と若い労働者の少なさは， 1960年の時点よりも際だっている.男女の人口を比
較すると， 10-14， 15-19， 20-24， 35-39， 45-49， 50-54， 55-59， 65-69， 70-74， 75-79， 
80歳以上で、女性が男性よりも10人以上多く，逆に， 0-4， 25-29J設で、は男性が女性よりも10人以上
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労働者の相対的な少なさは， 1970年時と変わらない.男女の人口を比較すると， 15-19， 20-29， 30 
-34， 50-54， 55-59， 60-64， 65-69， 70一74，80歳以上で、女性が男性よりも10人以上多く，逆に，






























(1960， 1965， 1970， 1975， 1980， 1985， 1990年)
年次 1960{j三 1965 1970 
総数 5，089 4、690 5、012
(男性) 3、036 2、830 2.890 
農業 1，922 l、570 1，322 
(男性) 783 661 526 
林業 71 56 37 
(男性) 42 32 27 
漁業 。 G 
(男性) 。 。
鉱業 931 663 513 
(男性) 816 572 455 
建設業 292 326 270 
(男性) 189 247 224 
坑串1)氾世二当来金 1、083 l司148 l司753
(男性) 734 782 1、049
エネルギー供給 14 10 8 
(男性) 13 9 7 
運輸通信 170 171 202 
(男性) 147 150 169 
商業 259 315 401 
(男性) 114 143 168 
金融不動産 15 15 26 
(男性) 9 10 9 
サービス 264 327 393 
(男性) 139 164 197 
公務 67 87 87 
(男性) 49 60 59 
その他 。 2 。
(男性) 。 。 。
第 1次産業 1，994 1，626 1，359 
(男性) 826 693 553 
第2次産業 2、306 2，137 2，536 
(男性) 1，739 1，601 1，728 
第3次産業 789 925 1.117 







1975 1980 1985 1990 
4‘823 5，249 5，726 6，104 
2.918 3，210 3，525 3，771 
1‘040 847 736 579 
443 386 325 293 
42 32 26 20 
26 23 22 16 。 。 。 2 。 。 。
5 5 2 3 
5 4 2 3 
370 406 472 509 
314 353 404 429 
1， 919 2，185 2，428 2，560 
l、311 1，472 ]司658 1，777 
15 18 18 24 
11 14 16 23 
239 285 290 319 
208 247 260 273 
512 600 669 739 
乙円55 270 288 312 
61 77 92 109 
22 36 46 44 
511 676 830 1，066 
250 317 387 480 
106 116 156 163 
72 88 114 116 
3 2 7 11 。 3 4 
1，082 879 762 601 
469 409 347 310 
2，294 2，596 2，902 3，072 
1.630 1，829 2，064 2，209 
1，444 1，772 2，055 2，420 




(1960， 1965， 1970， 1975， 1980， 1985， ]990年)
年次
常住就業者
1960if 1965 1970 1975 1980 1985 1990 
5，089 4，690 5，012 4，823 5、249 5，726 6‘104 
うち他地通勤 I 1，465 1，680 2，173 2司550 2，885 3，385 3，974 
常住就学者 I 372 686 673 661 
536 
593 701 933 
498 561 804 
3，542 3，769 3，706 
1，178 1，428 2、130
'ー・・・ a・・ a峰・ーーー幽・ー__・__畠'‘"‘...........ーーー ・ーー
98 149 155 














































(1960， 1965， 1970， 1975， ] 980， 1985， 1990年)
年次 1960if 1965 1970 1975 1980 1985 
総数 1，465 1，680 2，173 2，550 2.885 3、385
.....・・・・ー・曙・.....・....ー _ー_ー ..._--ー ・ーー___・.._---------_.・・ーーー ・ー峰ー ーー ーー ーー ーー-----------・・・ー ・ー・ー------副・ー・・・・・ー__・・ E・a・・・----ー・__骨骨酔ー----骨__ー ・ー・ー
農 業 2 10 4 4 8 
林業 3 3 。 4 5 7 
漁業 。 。 。 。 。
鉱業 9 20 18 4 4 2 
建設業 171 216 165 205 213 216 
製造業 980 1，021 1.413 1、506 1.602 1.818 
エネルギー供給 11 6 8 15 18 16 
運輸通信 123 124 149 165 219 243 
商業 60 117 155 236 317 399 
金融不動産 11 14 26 52 71 84 
サーピス 77 134 197 318 389 537 
公務 17 24 32 40 43 55 













(1960， 1965， 1970， 1975， 1980， 1985， 1990年)
年次 1960il三 1965 1970 1975 1980 1985 1990 
総数 3‘840 3‘197 3，327 3，074 3，542 3，769 3，706 
農業 l、920 1.571 1，354 1，038 848 739 576 
林業 73 58 。 48 34 20 20 
漁業 。 。 。 。 。 。 。
鉱業 985 655 656 5 3 3 
建設業 137 123 131 213 272 390 387 
4能く:jJAHiL二苦オEミF 152 153 474 796 1、215 1，351 1，296 
エネルギー供給 4 6 。 。 16 36 
運輸通信 64 95 104 182 190 160 143 
商業 204 200 267 322 363 329 333 
金融不動産 5 コ 12 9 18 42 
サービス 246 268 277 378 508 597 727 
公務 50 65 63 76 98 141 136 






(1960， 1965， 1970， 1975， 1980， 1985， 1990年)
年次 従業他(1960年のみ就学地を含む)
高萩市 北茨城市 水戸市 県内他地
1965 3曹010 124 22 54 4.690 
1970 2，839 1、804 157 34 54 101 23 5，012 
1975 2，273 2，019 290 30 67 125 19 4.823 
1980 2.364 2，252 377 46 68 123 19 5.249 
1985 2、341 2、634 430 73 69 160 19 5‘726 
1990 2，130 2，955 588 138 87 177 29 6.104 
年次 就 弓，主よaι'. 地
十王IHT 日立市 高萩市 北茨城市 水戸市 埠内他地 他県 j 総数
ー...牛宇苧今司~ ~ . " ーー一ー宇宇争...ーー一一一_..."ーーーー一ー宇..ーーーーーーー..宇..ーーーーーーーー司..ーー .ー"ーー・ーーーーーーー‘ー"" -~ ーー 一ーーー ーー宇.ー ーー ...τ ーー 'ー.'ーー 白ー島噂
1965年 178 238 141 43 80 4 2 686 
1970 143 249 131 90 54 4 2 673 
1975 125 213 135 92 60 28 8 661 
1980 95 165 146 111 56 18 2 593 
1985 140 268 80 105 89 14 5 701 




(1960， 1965， 1970， 1975， 1980， 1985， 1990年)
第8表
通勤者 (1960年のみ通勤者を含む)の常住地






























































転居先としては友部い(第 9表).転居前地としては友部 1地区，友部 2地区からの転居者が多く，
友部東地区，友部 1地区，伊締本郷地区への転居者が多い.転居に限っていえば，移出超過2地区，
移入超山部地区 (10人)，伊師 1地区(7人)，伊師 3地区(4人)で，地区が友部 1地区 (33人)， 
























































































































































転入地としては，友部 2地区への転入が最も多数 (107人)で広範囲から人を吸収し，伊師本郷 (81































































































第12表 茨城県十王町における転入前地.il記入j也 ~IJ転入者数(1993年 10月一 1994年 9 月)
il記入 il!; 入 i也
RiTJ也 十1百Zコ]ん一11 、 11部 友部 1 友部 2 友部束。!'m!î本W~ {Jl'r.i! 1 。!.m!)2 {J!-i1i! 3 





福島県 9 2 13 
茨城県 12 14 51 73 43 65 15 11 39 323 
栃木県 2 5 
時玉県 4 ? 8 
千葉県 3、 2 5 13 
東京都 3 6 11 2 2 7 31 
神奈川県 つ 6 2 4 15 
新潟県 3 3 
長野県 2 2 
静岡県
京都府
大阪府 2 2 
高知県
福i司県 3 3 
大分県
鹿児島県
.・‘.・ー.・M・".-ー由畠晶画ーーーーー .ー..ー-ーーーーー静..・・ーー ーー ーー・静曹朝"・ー --_.・・ー..晶甲車，・・ー ・ーーーー・ー・・‘-----_ー町..ー ・ー・ー・ー..‘ー---・. 
海外 2 2 5 
.宇佐僻咽..ー自由 a・a ・..陣亭司・.'畠ー..軸骨『匹ー-ー・幽・ー・ー・軍事司匹・ー ・---骨._.ー..句ーーー -ー---司匹、，甲骨司働.ー.ー ・ーー ・ー峰、・・ー----------ー
15 22 64 107 63 81 16 14 54 436 
茨城県計 12 14 51 73 43 65 15 11 39 323 
+・‘-_-‘・ーー 砂ー .ー・ー・ー晶画岨世.. -ー ・ー.値『酔司ー---ー樹齢・._--明ー・畠司回・畠ー 幽ー咽"_----，田，・.-・‘ー ・ーF・・・-------_.ー，園、亭申直明.--
大和村
大子i町 3 3 
壁美村ー
金砂郷村ー
美和村 5 5 
東海村
茨城町
取手市 2 2 
笠間市 6 6 
北茨城市 4 2 5 3 14 
高萩市 10 9 10 18 3 53 
勝田市 3 5 
常i陸太田 3 
那珂湊市 2 2 
結城市 4 4 
日立市 2 13 24 56 24 35 10 5 38 207 





















































































































?? ???? ? ? ? ? ? ?? ? ?? ??? ?
1記入前地 1 月 2月 3月 4 )~ 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年計
茨城県許 12 15 69 40 26 21 29 11 12 31 36 21 323 
"‘甲司甲車・-_-------・・・・・・・ー ・峰----ー ・峰ー -----明司匹甲車---.‘..甲車.--畠----ー ーー ーー ーー ・・・・------ー -ー----------ー ----・ー ・----・，ー ・ーー ーー ーー ーー ーー ーー 畠--自曲ー _ー.幽曲旬ー ーー 色ーー ーー 晶画.
大和村
大子UlT 3 3 、
里美村
金砂郷村 i
美和村 5 5 
東海村
茨城町
取手市 2 2 
笠間市 6 6 
北茨城市 2 2 3 3 14 
高萩市 3 2 8 11 10 4 3 5 5 53 
J券田市 3 5 
常陸太田 3 
那珂湊市 2 
結城市 4 4 
日立市 6 10 41 17 22 11 20 8 6 22 27 17 207 
水戸市 6 2 2 14 
(茨城県十王町役場資料 (1993年10月から1994年9月届出分)より作成)
茨城県十王IlTにおける転入部地・年齢階層)JI1記入者数















































海外 I 4 1 


































































































































































































































?? ?? ???? ?? ???? ?? ???? ? ?? ?? ? ? ??
(茨城県十王町役場資料(1993年10月から1994年9月届出分)より作成)
74 
第16表 茨城県十王1汀における転出地・月別転出者数(1993年10月 1994年9}'J) 
転1¥jil 1月 2月 3YJ 4月 5月 6 )~ 7月 8月 9J' 10月 1月 12月 年三十
北海道 2 3 
青森県
岩手県
;古城県 5 7 
福島!jJ、- 6 5 2 2 2 19 
茨城県 12 22 49 45 18 23 25 27 9 30 35 26 321 
栃木県 2 4 
群馬時
埼玉県 4 4 10 
千葉課 4 ]2 2 2 2 24 
東京都 2 7 7 2 5 3 29 
神奈川県 4 2 7 16 






12 32 76 85 22 26 29 36 13 34 40 40 445 
茨城県計 12 22 49 45 18 23 25 27 9 30 35 26 321 








大宮町 2 3 
那珂i可




つくば市 2 3 
北茨城市 8 2 7 3 23 
高萩市 3 5 9 9 6 4 5 4 2 2 6 56 
勝田市 3 3 2 1 
常陸太田 5 5 
水海道市




日立市 4 1 18 17 10 13 16 17 7 25 23 13 174 







































































































































































































































白熔欄地 図空時 200m 















































































































に多数の来街者があることが臨活立地を促していると考えられる. J 1 尻駅西側にも比較的多くの庖舗
がみられるが，集積の度合は駅東側には及ばない.この地区には町の公的機関が集中し，町内各方面
を結ぶ幹線道路が集まり，住宅数も多い.これらは商庖立地の好条件であるが，駅の出入口が設けら









































































? ? ? ? ?
??????
茨城県内市町村における商業の年間販売額による順位の年次推移

























































? ? ? ?
3 












































































































62 6 4 52 言十
84 
こ hらのj也区で、は!，~)~iT 友部 .1堕屋・ )1上にその多くが分布している.いう J;5tilHも12広(19%)あり，
売上の比較的少ない応が多いものと考えられる.等と比べ，
4 )経営者の年齢と後継者

























































































62 6 5 21 30 
(1994年日月のアンケート調査による).7 
(1994年1月のアンケート調査による)








































































































第24表 茨城県十王町における地区別に 第25表 茨城県十王町における地区別に
みた主要顧客の居住地別回答小 みた最近数年間の顧客の増減目IJ
売j吉数(1994年) 回答小売};5数 (1994年)
町内 i可外半々 不明 お客がお客が変わら計
または j也豆名 増えた減った ない
地区名 1!1~ [il答
駅前 5 6 7 18 
駅前 15 2 18 本郷 2 
本郷 2 2 伊師 3 3 6 
。l-sifJ 3 3 6 友部 4 10 3 17 
友部 16 17 陣屋 3 2 5 
陣屋 5 5 中ムiコ
中台 いぶき台 1 2 
いぶき台 2 2 J 1上 5 6 
}liJ二 4 6 UJ部 3 4 
UJ部 3 4 同県
高原
11 31 20 62 

































地域(集落)は， ) 1尻駅に近い十王町中心部の友部，友部東， I町屋敷， I日住民が多数を占める伊締，
伊師浜，下小l矯，高原，さらに新住民が流入し新旧住民が混在する十王国地，中台団地，伊吹台団地




から lつ選択してもらった.また利用する応舗の種類は r個人商j苫Jr IJ ，~~ スー)\-J r大型スーパー-J




















(除く)1 尻地区)の34%である. )1 尻地区を含めると， 日立市で購入する人の割合は41%に達する.
これは日立地区に小売忠告mが集積していること，及び日立製作所系の事業所に勤務する人が，社員害IJ
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数値は 3品目中最低である.友部東地区において， J 1 尻駅前地i豆で購入するとした回答者が33%を占
めた他には，十王町内で購入するとした回答者は， I汀屋敷と伊締に若干みられたに過ぎない.洋H1Rの












































































2 3 4 S 6 7 8 9 ls 1 12 1.3 
a)野菜
1 2 3 a S 6 7 S S l0 1 l2τ3 
b)家電製品
2 ~ 4 S O 7 8 9 H3 1 12 :3 
c )洋服










































































2 3 4 S G 7 8 9 10 1 12 13 14 
d)外食したj吉舗の選択理由
















る地区 (b)，外食した宿舗の種別 (c)，そのj苫舗の選択理由 (d)，交通手段 (e) をそれぞれ示した
ものである.外食したと回答した人の割合は26%であり，全体の 4分の l強の人が外食している.外
食行動を行なった地区としては目立市内が大多数であり， 54%が指向している.外食した)苫舗の撞別
















a) 国民宿舎「鵜の岬J b) X民宿













































































































会に適応した高等学校の設置を実現すべきである i生活J とは「生命の再生産過程j と定義すべき
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A Geographical Character of Commercial Environment 
at a Local Small City 
一一一ACase Study of J uo命machi，Ibaraki Prefecture-一一
Nobuo T AKAHASHI， Shuichi SHINOHARA， Takehiro MORIMOTO， 
Keisuke MATSUI and Jun TSUTSUMI 
This study examines a geographical character of commercial environment at a local small city 
from a case of Juo-machi. lbaraki Prefecture. The commercial environment is considered from the 
viewpoint of population， land use. shop management， consumption behavior by people in J uo-
machi 
People of J uomachi depend largely on Hitachi and Takahagi from the point of works and 
schools. Population movement into or from Jou-machi is mainly from or into Hitachi City and 
Takahagi City. Commercial land use in J uo-machi is immature， and its potential power is underde-
veloped. People of Juo-machi buy， play and rest out of Juo-machi mostly. Juo・machiis surrounded 
by powerful commercial cities， such as Hitachi City and Takahagi City. So， the commerce of Juo-
machi is inactive now， hut， not surely underdeveloped in future. 1n Juo-machi， there are several 
shops of increasing sales， and the consumption population are increasing year by year. There is 
much scope for new invention and potentiality in Juo-machi's commerce. 
The most important points are new invention and cooperation about commerce by al people 
in Juo-machi. The promotion of commerce also produces friendly and fine environment into Juo-
machi people in future 
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写真 1 JR川尻駅
土地区画整理事業により，駅前
広場が整備された.
(1994年11月)
写真2 茨城県十王町伊師本郷の台地上
から南方の]R川尻駅方面を望
む
写真中央の町道友部・伊師(兵線
を境に，東(左)側は水田，西
(右)側は住宅地となっており，
対照的な景観をなしている.
(1994年11月)
写真3 JR川尻駅前通り
茨城県十王町のメインストリー
トの 1つであるが，駐車場が多
く，空地が目立つ.商庖街は形
成されていない.(1994年11月)
102 
写真4 JR川尻駅近くの駐車場
区画面積の比較的大きな駐車場
が多く見られる.平均して収容
台数30台程度の平面駐車場が多
い. (1994年1月)
写真5 JR川尻駅東側の空地
JR川尻駅東側は，土地区画整
理によって面的整備が行われた
が，空地が目立つ これらの空
地は，住宅地として売地になっ
ている. (1994年1月)
写真6 茨城県十王町パノラマ公園より
十王市街地を望む
十王ダムの近くに建設されたこ
の公園は，十王町民の週末の憩
いの場となっている.
(1994年1月)
